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今
日
は
、
ご
自
身
で
撮
影
さ
れ
た

世
界
の
街
並
・
集
落
や
、
土
木
施
設
、

建
築
、
世
界
遺
産
な
ど
の
写
真
、
三
、

二
四
五
点
を
土
木
学
会
に
寄
贈
頂
き

ま
し
た
伊
藤
清
忠
さ
ん
に
、
ご
経
歴

や
撮
影
の
お
話
し
な
ど
を
お
聞
き
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

五
十
年
前
に
歩
み
始
め
た

景
観
デ
ザ
イ
ン
へ
の
道

―
先
生
の
ご
経
歴
を
少
し
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

伊
藤

―
一
九
五
三
年
、
高
等
学
校
二

年
の
時
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ

イ
ン
を
知
り
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
頃
何
か
で
観
た「
サ
ル
ギ
ナ
ト
ー
ベ
ル

橋
」の
写
真
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
五
十
年
、
景
観
デ
ザ
イ
ン

関
係
者
で
は
最
も
早
く
に
デ
ザ
イ
ン
に

関
わ
っ
た
一
人
で
し
ょ
う
か
。

東
京
芸
術
大
学
で
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
ま
し
た
。
授

業
の
合
間
に
、
国
立
博
物
館
と
国
立
科

学
博
物
館
に
は
毎
週
、
日
本
民
芸
館
に

は
毎
月
通
い
ま
し
た
。
民
芸
館
で
の
あ

る
日「
お
茶
を
ど
う
ぞ
」と
部
屋
に
通

さ
れ
驚
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
浜
田

庄
司
、バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
、
棟
方
志

功
、
大
原
総
一
郎
、
松
方
三
郎
さ
ん
が

談
笑
し
て
お
ら
れ
、
時
々
「
学
生
さ
ん

ど
う
思
う
？
」と
尋
ね
ら
れ
、
懸
命
に

答
え
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
景
観
デ
ザ
イ
ン
を
含
む
環
境

デ
ザ
イ
ン
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
が
、

当
時
の
大
学
に
は
な
く
、
吉
村
順
三
先

生
の
講
義
や
都
市
計
画
、
日
本
人
初
の

バ
ウ
ハ
ウ
ス
留
学
生
・
水
谷
武
彦
先
生

の「
構
成
原
理
」な
ど
を
受
講
し
、
環

境
デ
ザ
イ
ン
の
自
学
自
習
を
進
め
、

「
安
宅
賞
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
の
年
に
日
本
初
の
芸
術
系
大

学
院
が
設
立
さ
れ
、
産
学
協
同
の
映
写

機
で「
G
マ
ー
ク
賞
」を
受
賞
し
、
日
本

最
初
で
唯
一
人
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

デ
ザ
イ
ン
修
了
生
に
な
り
、非
常
な
責

任
を
感
じ
ま
し
た
。大
学
院
修
了
後
、玉

川
大
学
に
七
年
、東
京
学
芸
大
学
に
三

十
年
勤
務
し
、研
究
・
教
育
と
同
時
に

景
観
・
土
木
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
ま
し
た
。

海
外
三
八
〇
余
り
の

都
市
・
村
落
を
体
験
し
撮
影

―
写
真
を
撮
影
さ
れ
た
時
の
お
話

し
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
藤

―
私
は
旅
行
が
大
好
き
で
、
現

地
で
実
物
を
観
て
体
験
し
な
い
と
納
得

で
き
な
い
た
め
、
学
部
・
大
学
院
の
春

夏
の
休
暇
に
二
、
三
週
間
、
復
帰
前
の

沖
縄
を
除
く
全
都
道
府
県
の
街
並
・
集

落
、
土
木
施
設
、
建
築
、
工
業
試
験
所
、

民
芸
産
地
な
ど
、
計
二
〇
〇
日
以
上
巡

り
撮
影
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
伝
統
的

な
街
並
・
集
落
が
各
地
に
残
っ
て
い
ま

景
観
デ
ザ
イ
ナ
ー
　
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授

伊
藤
　
清
忠
に
聞
き
ま
し
た
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し
た
が
、
高
度
成
長
に
伴
い
急
速
な
破

壊
が
進
行
中
で
、
十
津
川
で
は
、
集
落

や
河
川
、
吊
橋
な
ど
の
保
存
を
役
所
に

訴
え
ま
し
た
が
理
解
さ
れ
ず
、
自
分
の

無
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
勤
務
以
降
は
、ま
ず
、復
帰
前

の
沖
縄
を
訪
ね
ま
し
た
が
、海
外
の
街

並
・
集
落
、土
木
施
設
な
ど
を
現
地
で

体
験
し
た
い
気
持
ち
を
抑
え
き
れ
ず
、

日
本
人
渡
航
者
四
十
九
万
人
、一
ド
ル

三
六
〇
円
、外
貨
持
出
枠
五
〇
〇
ド
ル

の
一
九
六
九
年
の
台
湾
を
皮
切
り
に
、

一
九
七
〇
年
に
は
、一
歳
と
二
歳
の
娘

を
双
方
の
親
に
預
け
、妻
と
リ
ュッ
ク
を

担
い
で
欧
州
・
中
東
を
九
十
九
日
間
巡

り
、四
ヶ
国
語
で
出
版
し
た
著
書
の
印

税
一
五
〇
万
円（
当
時
の
月
給
手
取
り

三
十
三
ヶ
月
分
）を
使
い
果
た
し
ま
し
た
。

当
時
、「
イ
ス
ラ
ム
」の
情
報
は
入
手

困
難
で
、
イ
ス
ラ
ム
圏
は
大
変
新
鮮
で

し
た
。
一
九
七
〇
年
代
は
、
特
別
な
場

所
以
外
で
は
日
本
人
に
会
う
こ
と
も

な
く
、
日
本
の
存
在
や
位
置
を
知
ら
な

い
人
や
日
本
人
に
会
う
の
は
初
め
て

の
人
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

以
後
、
計
六
二
八
日
を
費
や
し
、
四
十

ヶ
国
、
新
旧
・
大
小
三
八
〇
以
上
の
都

市
・
村
落
を
訪
ね
ま
し
た
。
相
続
し
た

株
券
な
ど
や
給
料
の
多
く
は
旅
費
と

写
真
関
係
に
消
え
ま
し
た
。

訪
ね
た
美
し
く
魅
力
的
な
街
並
・

集
落
で
は
、
住
民
が
営
々
と
築
き
、
愛

着
と
誇
り
を
持
っ
て
維
持
し
て
い
る
こ

と
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。
日
常
を
過

ご
す
街
並
・
集
落
こ
そ
美
し
く
魅
力

的
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
痛
感
し
ま
し

た
。
生
活
の
場
で
あ
る
街
並
・
集
落
は

常
に
住
民
に
影
響
を
与
え
続
け
、
特
に

子
供
や
青
少
年
に
与
え
る
影
響
は
顕

著
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

手
付
か
ず
の
自
然
は
美
し
く
魅
力

的
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
人
が
関
わ

る
こ
と
で
醜
悪
な
景
観
と
な
る
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
度
成
長
期

以
降
の
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
急
激

な
経
済
成
長
が
進
む
国
々
で
は
、
景
観

の
混
乱
と
破
壊
が
進
ん
で
い
ま
す
。

景
観
に
は
、
国
・
民
族
の
気
候
、
地

形
、
時
代
、
宗
教
、
政
治
、
経
済
な
ど

に
対
す
る
感
覚
や
姿
勢
が
現
れ
、
美
し

く
魅
力
的
な
景
観
は
、
独
自
性
が
あ
る

と
同
時
に
普
遍
的
で
説
得
力
が
あ
り

ま
す
。
各
伝
統
の
独
自
性
・
多
様
性
を

尊
重
し
、
伝
え
る
と
同
時
に
、
生
き
た

時
代
の
力
を
結
集
し
て
、
新
し
い
伝
統

「
未
来
の
世
界
遺
産
」
を
創
造
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
を
厳
し
く

研
く
と
同
時
に
、
内
外
の
優
れ
た
街

並
・
集
落
、
土
木
施
設
、
世
界
遺
産
な

ど
に
直
に
接
し
て
、
五
感
を
精
一
杯

働
か
せ
体
験
し
、
そ
の
場
で
考
え
、
謙

虚
に
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
し

ま
し
た
。
一
流
を
体
験
せ
ず
し
て
、
デ

ザ
イ
ン
の
適
否
・
優
劣
を
判
定
す
る

の
は
不
可
能
で
す
。
海
外
に
身
を
置

く
こ
と
で
、
日
本
や
自
分
自
身
も
観

え
て
き
ま
す
。

街
並
・
集
落
、土
木
施
設
、

建
築
、世
界
遺
産
な
ど
を
公
開

―
写
真
を
土
木
学
会
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
先
生

の
写
真
を
拝
見
で
き
る
の
で
す
か
？

伊
藤

―
世
界
各
地
の
街
並
・
集
落
、

土
木
施
設
、
建
築
、
世
界
遺
産
な
ど
を

七
万
数
千
点
撮
影
し
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
三
、
二
四
五
点
を
選
び
、
土
木
学
会

附
属
土
木
図
書
館
と
国
土
交
通
省
中

部
技
術
事
務
所
で
A
三
出
力
可
能
な

デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
公
開
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
手
続
き
を
し
て
頂
け

れ
ば
、
研
究
用
、
教
育
用
、
報
告
書
な

ど
に
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

世
界
遺
産
は
、
一
〇
一
件
を
巡
り
、

そ
の
内
、登
録
前
に
七
十
八
件
を
訪
ね

撮
影
し
ま
し
た
。N
H
K
と
ユ
ネ
ス
コ
の

「
世
界
遺
産
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」に
も
写
真

を
四
九
二
点
提
供
し
、放
送
、展
示
、出

版
物
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
本
日
は
貴
重
な
お
話
し
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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